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１． はじめに 
谷津干潟は東京湾奥部に位置する干潟であり，ラ

ムサール条約に登録された重要な湿地である．しか

し，近年干潟環境が悪化していることから，流入水

である東京湾の水質特性が注目されている．   
本研究は夏季における東京湾奥部の水質調査結

果を解析し，水質の現状を明らかにすることを目的

とする． 
２．解析資料 
 本研究では東京都環境局の公共用水域水質測定

結果データ集 1)を使用した．測定地点は図-1に示し

た 31 地点である．各水域はその利用形態や目的に

応じて類型化されており，COD 等 5 項目に関して

AA から C までの類型，全窒素・全リンに関してⅠ

からⅣまでの類型が設けられている 2).対象地点に

おいて，点線の西側が C 類型海域，東側が B 類型

海域に分類され，全測定地点が類型Ⅳに分類されて

いる． 
解析項目は 7 月における表層の COD，DO，T-N，

T-P とし，1998 年度から 2009 年度のデータを使用

した． 

３．結果および考察 

COD，DO，T-N，T-P の対象期間における平均値

の平面濃度分布を図-2～5 に示す． 

（1）COD 特性 

図-2 に示した平面濃度分布から，有明埠頭と中

央防波堤に囲まれた地点において高濃度であるこ

とがわかる．この地点においては海水が停滞しやす

いことが原因であると考えられる．COD 値は，陸

域からの負荷が大きい河口部よりも沖合において

高濃度である． 

（2）DO 特性 

 図-3は，DOの平面濃度分布を示したものである． 

濃度分布の特徴として，河口部では陸域からの流入

の影響により比較的低濃度であるが，沖合では濃度

が上昇する傾向が見られた．DO においても COD

と同様に，有明埠頭と中央防波堤に囲まれた地点に

おいて高濃度である． 
（3）T-N 特性 

 図-4に示した T-N の平面濃度分布から，T-N は河

口部が比較的高濃度であり，沿岸部から離れるにつ

れ濃度が低下する傾向が見られた．本研究の対象と

する領域は環境基準値 1.0mg/l 以下と定められてい

る．しかし対象期間の平均値において基準を満たす

地点は認められず，基準値を 4 倍近く超過している

地点が認められた． 

図-2 COD 平面濃度分布 図-3 DO 平面濃度分布

図-4 T-N 平面濃度分布 図-5 T-P 平面濃度分布

図-1 対象地点 

荒川 

多摩川 

江戸川 

有明埠頭 

中央防波堤 
内側埋立地 

B 類型海域 C 類型海域 

土木学会第66回年次学術講演会(平成23年度)

 

-515-

 

Ⅱ-258

 



（4）T-P 特性 

 図-5に示した T-P の平面濃度分布から，T-P 値は，

T-N の濃度分布と同様に河口部で高濃度であり，沖

合で濃度が低下する傾向が認められた．T-P の基準

値は 0.09mg/l 以下と定められているが，対象期間の

平均値で基準を満たす地点は認められない． 

（5）各項目の経年変化 

 対象期間中における各項目の経年変化を類型別

に示す．濃度分布に類似点が見られた COD と DO

の経年変化を図-6に，T-N と T-P の経年変化を図-7

に示した． 

 COD 値は，B 類型海域においては 3mg/l 以下，C

類型海域においては 8mg/l 以下と環境基準が定めら

れている．図-6 から B 類型に分類される水域と C

類型に分類される水域の濃度は差が見られないこ

とが分かった．B 類型に関しては基準値を 2 倍近く

超過している．DO 値は B 類型海域で 5mg/l 以上，

C 類型海域で 2mg/l 以上と定められており，全期間

で基準を満たしている．しかし，夏期における DO

値は，異常発生した植物プランクトンの光合成に起

因する可能性が考えられ，水質が良好であると判断

できない． 

 図-7 から，T-N，T-P に関して（3），（4）に示し

たⅣ類型海域の基準値を 2 倍以上超過しており，外

部負荷の削減は認められない．また両項目の経年変

化はよく対応している． 

（6）各項目の相関 

 平面濃度分布，経年変化から COD，DO 間，T-N，

T-P 間に類似点が認められた．また夏季における各

水質項目は植物プランクトンの活動と深く係わっ

ていると考えられる．そこで，Chl-a の値と各水質

項目の相関について検討を行った．対象地点は，

Chl-a の測定が行われた環境基準点 8 地点，期間は

1998 年度から 2009 年度の 11 年間とし，全 88 のデ

ータを用いて計算を行った．結果を表-1 に示す． 

表-1から，COD，DO 間は 0.58 と相関が見られ，

同時に Chl-a の値についても COD では 0.69，DO で

は 0.53 と相関が認められた．植物プランクトンの

増殖速度を制限する要因は，気温，日射，栄養塩濃

度である 3）．本研究で対象とする 7 月は気温，日射

量が高く，また栄養塩濃度に関しても（5）の T-N，

T-P の経年変化より高濃度であることが認められた．

そのため植物プランクトンの増殖，活動が活発とな

り，COD 値が上昇し光合成により DO 値も上昇し

たと考えられる．表-1より，栄養塩濃度と Chl-a に

は相関は認められなかった．本研究において，栄養

塩は全窒素，全リンとして扱っている．これはさま

ざまな形態の窒素・リンの濃度を合計したものであ

るため，Chl-a との直接の相関が見られなかった可

能性が推察される． 

４．まとめ 
 東京湾奥部の水質の現状と特性について考察し

た．その結果 COD，DO に関して埠頭，中央防波堤

周辺の海水停滞区域において高濃度であることが

分かった．栄養塩濃度は，河口部で基準値を約 4 倍

超過していることが分かった．COD，DO，Chl-a の

相関から、植物プランクトンの活動が濃度に影響を

与えている可能性が考えられた． 
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D O 0 .5 8 1 .0 0 -0 .2 0 -0 .2 0 0 .5 3
T -N 0 .2 9 -0 .2 0 1 .0 0 0 .8 5 0 .1 9
T -P 0 .3 8 -0 .2 0 0 .8 5 1 .0 0 0 .3 2

C h l-a 0 .6 9 0 .5 3 0 .1 9 0 .3 2 1 .0 0

表-1 各水質項目の相関 

図-6 COD，DO の経年変化 

図-7 T-N，T-P の経年変化 
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